
江北町

「円」がつなぐ、未来へのかけがえのな「円」がつなぐ、未来へのかけがえのな
い「縁」。社会福祉法人ひとのね「ひとい「縁」。社会福祉法人ひとのね「ひと
のねこども園」第１回卒園式。のねこども園」第１回卒園式。
園のこだわりが詰まった温かな式典で、園のこだわりが詰まった温かな式典で、
園児・保護者・地域が一つになって描園児・保護者・地域が一つになって描
いた大きな円の中心で、証書を受け取いた大きな円の中心で、証書を受け取
る姿は、希望に満ち溢れていました。る姿は、希望に満ち溢れていました。
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款 金額 ％
１ 町 税 1,126,439 14.2％
２ 地 方 譲 与 税 39,045 0.5％
３ 利 子 割 交 付 金 2,240 0.0％
４ 配 当 割 交 付 金 7,142 0.1％
５ 株式等譲渡所得割交付金 12,261 0.2％
６ 法 人 事 業 税 交 付 金 16,627 0.2％
７ 地 方 消 費 税 交 付 金 251,459 3.2％
８ ゴルフ場利用税交付金 16,669 0.2％
９ 地 方 特 例 交 付 金 18,251 0.2％
１０ 地 方 交 付 税 2,150,000 27.1％
１１ 交通安全対策特別交付金 911 0.0％
１２ 分 担 金 及 び 負 担 金 20,602 0.3％
１３ 使 用 料 及 び 手 数 料 69,546 0.9％
１４ 国 庫 支 出 金 1,270,147 16.0％
１５ 県 支 出 金 630,235 7.9％
１６ 財 産 収 入 44,226 0.5％
１７ 寄 附 金 1,000,005 12.6％
１８ 繰 入 金 696,878 8.8％
１９ 繰 越 金 1,000 0.0％
２０ 諸 収 入 136,517 1.7％
２１ 町 債 426,800 5.4％

歳 入 合 計 7,937,000 １００％

款 金額 ％
１ 議 会 費 78,131 1.0％
２ 総 務 費 1,669,376 21.0％
３ 民 生 費 2,579,141 32.5％
４ 衛 生 費 470,156 5.9％
５ 労 働 費 5,000 0.1％
６ 農 林 水 産 業 費 379,417 4.8％
７ 商 工 費 58,086 0.7％
８ 土 木 費 594,432 7.5％
９ 消 防 費 287,454 3.6％
１０ 教 育 費 799,492 10.1％
１１ 災 害 復 旧 費 457,002 5.8％
１２ 公 債 費 539,810 6.8％
１３ 諸 支 出 金 9,503 0.1％
１４ 予 備 費 10,000 0.1％

歳 出 合 計 7,937,000 １００％

一般会計・歳入

一般会計・歳入

主要事業

一般会計・歳出

一般会計・歳出

１．水道基本料金物価高騰支援事業� 1,957万円
２．各種検診、予防接種等の自己負担無償化� 1,135万円
３．RSウイルスワクチン予防接種� 306万円
４．さが園芸888整備支援事業� 655万円
５．町営タクシー事業� 1,162万円
６．町ハザードマップ改訂事業� 597万円
７．小・中学校施設修繕推進事業（５年計画）�１億5, 701万円

（単位：千円） （単位：千円）

一般会計及び特別会計歳入歳出予算審議一般会計及び特別会計歳入歳出予算審議
令和８年度
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水道基本料金物価高騰支援事業 1,957万円
　物価高騰の影響を受けている住民の生活や事業者の経済活動を支援するため、町内の水道契約者を対象に
水道料金のうち基本料金（４カ月分）を減免する。

町ハザードマップ改訂事業 597万円
　平成３０年にハザードマップが作成されて以降、土砂災害警戒区域の追加、古川、惣領分川等の中小河川の
浸水想定区域の指定、また、令和８年雨期前に防災気象情報の見直しが行われることから、これらの新たな
情報を掲載したマップを作成する。
　ハザードマップを改訂し、地域における災害に対する備えの強化、住民の災害時の避難や危険回避などの
自主的な行動を支援する。

町営タクシー事業（町営公共交通事業） 1,162万円
　６５歳以上の方で運転免許証返納や車を持っていないなどの理由により自ら移動手段を持たない方の日常生
活の移動手段を確保するため、町営タクシーの運行を令和８年４月１日より開始する。

さが園芸８８８整備支援事業 655万円
　農業者が行う園芸農業の確立に必要な施設・機械等の整備に要する経費の補助を行い、農業所得向上に向
けた収量・品質の向上や経営規模の拡大、経営コストの削減などを図る。

令和８年度当初予算額 一般会計 ７9億3，7００万円 を全員賛成で可決令和８年度当初予算額 一般会計 ７9億3，7００万円 を全員賛成で可決
特別委員会において審議の結果、

RSウイルスワクチン予防接種
　RSウイルスは発熱や咳、鼻水の他、気管支炎や肺炎等の呼吸器の症状を呈する感染症で、特に生後６か月
未満の乳児が感染した場合には重症化しやすいとされているため、妊婦に対し、ワクチンを接種することで、
出生時から乳児の感染症の発症、重症化予防を図るもの。

　物価高騰に直面している住民の負担を軽減するため、がん検診・予防接種・
特定健診における自己負担額を無償化する。

各種検診・予防接種等に伴う自己負担額無償化

1,441万円

小・中学校施設修繕推進事業（５年計画） １億5,701万円
　令和７年度より、小・中学校施設修繕工事を令和１１年度までの５年計画で実施予定。
　《令和８年度　実施予定》� 単位：千円

小　　学　　校 中　　学　　校
工　事　名 予算額 工　事　名 予算額
プール改修工事 18,931 天井防水、軒天、屋外階段改修 122,460

教室・廊下改修工事
設計・支援業務委託 11,662

正門更新工事 1,912
照明LED化（１０年リース） 2,050

3 令和８年３月 定例会



一
般
質
問

議
員　
今
年
度
の
小
学
校

１
年
生
の
心
臓
検
診
の
結

果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
所
見
あ

り
と
判
定
さ
れ
た
児
童
は

６
名
、
２
次
検
査
対
象
の

児
童
は
０
名
だ
っ
た
。

議
員　
小
学
校
で
の
陽
性

者
が
中
学
校
の
検
査
で
再

度
陽
性
に
な
っ
た
事
例
、

ま
た
、
中
学
校
１
年
生
で
、

新
規
に
陽
性
と
判
定
さ
れ

た
生
徒
は
。

こ
ど
も
教
育

課
長　
小
学

校
１
年
生
時

で
所
見
あ
り

と
判
定
さ
れ

た
児
童
が
中

学
校
で
再
度

所
見
あ
り
と

判
定
さ
れ
た

事
例
は
な
い
。

ま
た
、
中
学

校
１
年
生
で

新
た
に
所
見

あ
り
と
判
定

さ
れ
た
生
徒

は
３
名
で
継

続
観
察
判
定

と
な
り
、
次
年
度
に
再
度

検
査
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
。

議
員　
小
学
校
１
年
生
か

ら
次
の
検
査
の
中
学
校
１

年
生
ま
で
は
６
年
間
と
期

間
が
空
く
た
め
、
発
見
の

遅
れ
や
症
状
の
深
刻
化
な

ど
、
手
遅
れ
に
な
ら
な
い

か
懸
念
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
、

中
間
の
小
学
校
４
年
生
で

全
員
に
心
臓
検
診
の
実
施

を
お
願
い
し
た
い
。

教
育
長　

科
学
的
な
根
拠

が
ま
だ
乏
し
い
。
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
迅
速
に
使
え
る
よ
う
な

研
修
や
心
臓
検
診
を
一
人

臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

「
民
間
の
無
報
酬
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
の
方
、
消
費
生

活
相
談
は
「
消
費
生
活
相

談
員
の
会
さ
が
」
の
方
が

対
応
し
て
い
る
。

議
員　
過
去
３
年
間
で
、

ど
の
よ
う
な
相
談
に
ど
の

程
度
の
方
が
利
用
さ
れ
た

の
か
。

町
長　
例
と
し
て
、
消
費

生
活
相
談
は
年
３６
回
延
べ

１
０
８
回
、
毎
月
３
回
火

曜
日
に
実
施
、
実
際
の
相

談
者
数
は
６８
件
。
法
律
相

談
は
年
１２
回
毎
月
第
３
水

曜
日
に
実
施
、
年
１２
回
で
、

利
用
者
は
延
べ
６５
件
と

な
っ
て
い
る
。

議
員　
相
談
者
宅
へ
出
向

い
て
相
談
を
受
付
し
て
頂

け
る
の
か
。
ま
た
、
区
の

公
民
館
や
公
共
施
設
等
で

出
張
相
談
も
受
け
て
も
ら

え
る
の
か
。

町
長　
国
の
色
々
な
制
度

や
法
律
に
基
づ
い
て
実
施

さ
れ
て
い
る
。
町
独
自
の

取
り
扱
い
と
し
て
運
用
可

能
な
も
の
と
そ
う
で
な
い

も
の
が
あ
る
。
可
能
な
も

の
は
取
り
入
れ
て
い
き
た

い
。
も
し
移
動
手
段
が
な

く
役
場
に
相
談
に
行
け
な

い
場
合
は
、
４
月
か
ら
始

ま
る
町
営
タ
ク
シ
ー
を
是

非
利
用
し
て
ほ
し
い
。

残
ら
ず
受
診
さ
せ
、
取
り

こ
ぼ
さ
な
い
取
り
組
み
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
町
で
実
施
し
て
い

る
各
種
相
談
に
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
か
。

総
務
政
策
課
長　

全
部
で

１１
の
相
談
事
業
が
あ
る
。

町
が
実
施
主
体
の
も
の
が

６
事
業
で
、
主
に
「
確
定

申
告
受
付
相
談
」「
乳
幼
児

相
談
」「
女
性
相
談
」
な
ど

が
あ
り
、
町
の
職
員
が
対

応
し
て
い
る
。

　
町
以
外
の
機
関
が
実
施

主
体
の
も
の
が
５
事
業
で
、

主
に
「
行
政
相
談
」「
人
権

相
談
」「
消
費
生
活
相
談
」

な
ど
が
あ
る
。
行
政
相
談

に
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
を
受
け
た
「
民
間
の
無

報
酬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の

方
、
人
権
相
談
は
法
務
大

３月議会で工事請負契約締結に関する
議案が可決され次第、工事に着手する

心臓検診を一人残らず受診させ、取りこぼさない
手立てが必要

教育長

小学校４年生で心臓検診の実施を求める

小学校４年生で健診実施自治体は、３割超

町
の
相
談
業
務
に
つ
い
て

町
長　
移
動
手
段
と
し
て
町
営
タ
ク
シ
ー

を
利
用
し
て
ほ
し
い

江え

頭が
し
ら 

義よ
し

彦ひ
こ

議
員

【現状】
　小１、中１、高１の検診は学校保健法で義務づけ
られているが、小１から中１までの６年間は空白期
間となっている

※�小児循環器の専門医からも検診が推奨されてお
り、すでに小学校４年生で実施している自治体は、
３割程ある

１  １ １
（小１）　　　　　　　　（中１）　　（高１）

小４年

地区高齢者（65歳以上）の単身世帯数
（上位10地区　Ｒ7.12月末現在）（全3５地区）
1 上　惣 … 76世帯　　　6 原宿 … 27世帯
2 新　宿 … 51世帯　　　7 土元 … 26世帯
3 石　原 … 41世帯　　　8 東分 … 23世帯
4 　宿 　… 39世帯　　　9 新町 … 22世帯
5 観音下 … 31世帯　　 10 上分 … 19世帯
※「単身世帯数」には、高齢者施設等への入所者も含まれています

4令和８年３月 定例会



一
般
質
問

議
員　
前
教
育
長
は
、
挨

拶
は
、
基
本
的
な
生
活
習

慣
、
社
会
生
活
の
基
本
と

考
え
、
小
・
中
学
校
で
指

導
を
行
っ
て
い
る
と
答
弁

し
て
い
た
。し
か
し
、毎
朝
、

交
通
安
全
立
哨
活
動

を
行
い
、
子
ど
も
達

の
挨
拶
の
充
実
を
求

め
る
運
動
を
行
っ
て

い
る
が
、
現
状
、
子

ど
も
達
か
ら
挨
拶
が

返
っ
て
こ
な
い
。

　
挨
拶
が
飛
び
交
う

町
と
な
る
よ
う
指
導

を
お
願
い
し
た
い
が
。

教
育
長　

挨
拶
は
、

基
本
的
な
生
活
習
慣

で
あ
り
、
社
会
生
活
の
基

本
と
い
う
考
え
の
下
、
幼

児
期
か
ら
小
・
中
学
校
と

継
続
し
て
挨
拶
運
動
に
取

組
ん
で
い
る
。

　
校
内
で
は
、
挨
拶
を
す

る
姿
を
目
に
す
る
が
、
校

外
で
は
、
不
審
者
対
策
も

あ
り
、
挨
拶
が
で
き
て
い

な
い
。

　
今
後
は
、
町
全
体
で
挨

拶
は
、
社
会
生
活
の
基
本

で
あ
る
と
い
う
共
通
認
識

の
下
、
学
校
、
家
庭
、
地

域
が
連
携
し
て
挨
拶
運
動

に
取
り
組
み
、
挨
拶
が
飛

び
交
う
町
づ
く
り
を
し
て

い
き
た
い
。

議
員　
花
祭
村
内
線
地
滑

り
対
策
工
事
は
、
令
和
７

年
度
か
ら
令
和
９
年
度
に

実
施
し
、
今
年
度
は
、
工

事
準
備
の
た
め
伐
採
工
事

を
行
う
と
説
明
を
受
け
た
。

一
日
で
も
早
い
開
通
を
願

い
、
２
月
に
現
地
に
出
向

い
た
が
、
工
事
範
囲
の
伐

採
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

伐
採
は
い
つ
行
う
の
か
。

地
域
づ
く
り
課
長　
現
時
点

で
伐
採
工
事
は
実
施
し
て

い
な
い
。
１２
月
に
国
か
ら

災
害
査
定
結
果
の
通
知
を

受
け
、
２
月
に
工
事
の
入

札
を
行
っ
た
。
今
議
会
で

工
事
請
負
契
約
に
関
す
る

議
案
が
可
決
さ
れ
次
第
、

事
業
に
着
手
す
る
予
定
。

議
員　
令
和
３
年
１１
月
の

新
聞
記
事
に
「
県
は
、
流

域
治
水
に
取
組
む
調
査
費

用
を
唐
津
市
、
白
石
町
、

江
北
町
に
補
助
す
る
。
地

形
や
浸
水
箇
所
、
ク
リ
ー

ク
等
の
事
前
放
流
の
治
水

効
果
を
数
値
化
し
分
析
、

対
策
の
方
針
や
内
容
を
決

め
る
判
断
材
料
に
す
る
」

と
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
調
査
結
果
を
総
合

排
水
計
画
に
ど
の
よ

う
に
活
用
、
反
映
さ

れ
た
か
。

町
長　
町
で
は
、
県

の
補
助
を
活
用
し
、

た
め
池
に
つ
い
て
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
山
口
新
堤
で
、

約
１
５
０
ミ
リ
の
降

雨
が
あ
っ
た
場
合
、
た
め

池
の
水
を
約
４
割
、
１
．

６
メ
ー
ト
ル
程
度
排
水
し

て
も
水
が
復
元
す
る
と

い
っ
た
こ
と
が
計
算
上
分

か
っ
た
。
し
か
し
、
た
め

池
の
場
合
、
一
度
水
を
排

水
し
た
後
、
雨
が
降
ら
ず

水
が
戻
ら
な
い
の
で
は
と

い
う
心
理
的
な
要
因
が
排

水
対
策
に
影
響
を
与
え
て

い
る
と
思
う
。
事
前
落
水

を
実
践
す
る
中
で
、
数
値

的
な
目
安
を
見
つ
け
る
こ

と
に
な
る
の
で
は
と
思
う
。

排
水
対
策
は
、
一
に
も
二

に
も
実
践
だ
と
思
う
。
こ

れ
か
ら
も
し
っ
か
り
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

３月議会で工事請負契約締結に関する
議案が可決され次第、工事に着手する

地域づくり課長

花祭村内線地滑り対策工事の進捗状況は

挨
拶
が
飛
び
交

う
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て

教
育
長　
学
校
、

家
庭
、地
域
が
連

携
し
、挨
拶
運
動

に
取
り
組
み
、挨

拶
が
飛
び
交
う

町
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い

三み

苫と
ま 

紀き

美み

子こ

議
員

令和９年完成予定
総
合
排
水
計
画
と
新
聞
報
道
と
の

�

関
係
性
に
つ
い
て

町
長　

排
水
対
策
は
、や
は
り
、一
に
も�

二
に
も
実
践
だ
と
思
う

挨拶が飛び交う町づくりを

5 令和８年３月 定例会



一
般
質
問

議
員　
１２
月
議
会
に
お
い

て
、
町
民
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
計
画
さ
れ
た
水

道
量
水
器
減
径
対
策
事
業

（
予
算
額
１
７
６
万
円
）

に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
の

補
助
申
請
の
状
況
、
ま
た
、

事
業
実
施
に
お
け
る
課
題

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

町
民
生
活
課
長　

申
請
は
、

０
件
、
問
い
合
わ
せ
は
、

１５
件
。
事
業
の
課
題
と
し

て
は
、
量
水
器
の
減
径
工

事
を
行
っ
た
結
果
、
水
の

出
が
悪
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
そ
の
た
め
工
事
を

実
施
す
る
前
に
業
者
と
よ

く
相
談
し
、
進
め
て
い
た

だ
く
よ
う
十
分
に
周
知
を

行
っ
て
い
る
。

町
長　
申
請
は
な
い
が
、

４
月
以
降
、
口
径
別
に
料

金
が
計
算
さ
れ
、
値
上
が

り
す
る
た
め
、
口
径
減
軽

の
補
助
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
令
和
８
年
度
基
本

料
金
４
か
月
分
の
免
除
を

行
う
予
定
。
今
後
も
町
民

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
け

る
よ
う
に
し
た
い
。

議
員　
加
齢
に
よ
る
補
聴

器
の
必
要
性
は
、
こ
れ
ま

で
た
び
た
び
求
め
て
き
た
。

今
回
で
６
回
目
と
な
る
。

全
国
で
補
聴
器
購
入
費
補

助
を
実
施
す
る
自
治
体
は

５
２
０（
令
和
７
年
１１
月

現
在
）
に
も
及
ん
で
い
る
。

佐
賀
県
内
で
も
、
昨
年
度

か
ら
基
山
町
が
実
施
に
踏

み
出
し
て
い
る
。
高
齢
で

耳
の
遠
く
な
っ
た
方
々
は

人
の
輪
に
は
い
り
に
く
く

な
っ
た
、
孤
独
で
家
に
引

き
こ
も
る
傾
向
が
強
く
な

る
と
吐
露
さ
れ
て
い
る
。

町
は
こ
う
し
た
実
情
を
把

握
し
、
補
聴
器
購
入
に
対

す
る
補
助
実
施
を
検
討
し

て
い
く
時
期
に
来
て
い
る

と
思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

健
康
福
祉
課
長　

令
和
８

年
１
月
、
日
本
の
公
的
統

計
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た

「
認
知
症
予
防
の
可
能
性
」

が
定
量
的
に
示
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
日
本
に
お
け
る

認
知
症
の
最
大
リ
ス
ク
要

因
が
難
聴
の
６．７
％
で
あ
る

と
特
定
さ
れ
た
こ
と
は
、

非
常
に
重
要
な
研
究
結
果

だ
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　
こ
の
最
新
の
エ
ビ
デ
ン

ス
を
踏
ま
え
、
難
聴
対
策

に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識

の
普
及
、
早
期
受
診
勧
奨

な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら

進
め
て
い
る
。
購
入
費
助

成
は
、
国
の
動
向
、
先
行

事
例
を
精
査
し
、
引
き
続

き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

町
長　
難
聴
と
認
知
症
の

関
係
に
つ
い
て
明
確
な
根

拠
が
示
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
難
聴
が
認
知
症
の

最
大
リ
ス
ク
要
因
で
あ
る

と
の
研
究
成
果
が
、
発
表

さ
れ
、
今
回
、
認
識
を
新

た
に
し
た
。
た
だ
、
補
聴

器
購
入
費
助
成
に
つ
い
て

は
、
先
行
事
例
な
ど
を
参

考
に
し
、
し
っ
か
り
検
討

す
る
た
め
、
少
し
時
間
を

い
た
だ
き
た
い
。

水 道 料 金 引 き 上 げ に 対 す る
負 担 軽 減 措 置 を 求 め る

基本料金４か月分の免除を行う予定町長

土ど
ろ

渕ぶ
ち 

茂し
げ

勝か
つ

議
員

補
聴
器
購
入
へ
の
補
助
を
求
め
る

町
長　
検
討
す
る
時
間
を
い
た
だ
き
た
い

全国自治体　補聴器購入補助状況

6令和８年３月 定例会



一
般
質
問

議
員　
行
財
政
改
革
と
し

て
、
行
政
運
営
や
財
政
の

効
率
化
、
無
駄
を
削
減
し
、

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

思
う
が
、
次
の
各
項
目
に

つ
い
て
現
在
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
か
。

①
職
員
数
の
適
正
化
や
削

減
に
つ
い
て

総
務
政
策
課
長　

再
任
用

制
度
、
会
計
年
度
任
用
制

度
の
活
用
、
独
自
の
採
用

試
験
の
実
施
等
に
よ
り
、

退
職
者
の
欠
員
補
充
を

行
っ
て
い
る
。

議
員　
②
指
定
管
理
者
制
度

導
入
や
民
間
委
託
の
推
進
は
。

総
務
政
策
課
長　

民
間
へ

の
委
託
は
な
い
。
５
施
設

の
管
理
運
営
業
務
を
指
定

管
理
者
へ
委
託
し
て
い
る
。

議
員　
③
町
税
等
の
徴
収

強
化
の
取
り
組
み
は
。

総
務
政
策
課
長　

武
雄
県

税
事
務
所
と
の
共
同
徴
収

体
制
の
連
携
に
よ
り
、
現

年
度
課
税
分
の
町
税
徴
収

率
は
99
％
以
上
を
維
持
し

て
い
る
。

議
員　

書
か
な
い
窓
口

〔
運
転
免
許
証
等
の
情
報

を
も
と
に
申
請
書
類
を
作

成
し
、
窓
口
で
の
記
入
を

不
要
と
す
る
仕
組
み
〕
の

導
入
は
。

町
長　
将
来
的
に
は
導
入

の
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
た
め
、
各
自
治
体
の

状
況
を
注
視
、
ま
た
、
参

考
に
し
た
い
。

議
員　
令
和
８
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
は
、
過
去
最
大

と
な
る
。
物
価
高
騰
対
策
事

業
や
新
規
事
業
が
主
な
歳
出

と
な
る
よ
う
だ
が
、
職
員
の
稼

働
も
増
え
、
余
裕
が
な
い
よ
う

に
思
え
る
。
現
在
取
り
組
ん
で

い
る
事
業
等
に
目
を
向
け
る
こ

と
も
必
要
だ
と
思
う
が
。

町
長　
予
算
編
成
の
際
、

事
業
の
見
直
し
は
行
っ
て

い
る
。
単
に
以
前
か
ら
実

施
し
て
い
る
か
ら
と
い
う

理
由
で
事
業
を
継
続
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
と

思
っ
て
い
る
。
議
会
か
ら

も
事
業
廃
止
に
つ
い
て
ご

指
摘
い
た
だ
け
れ
ば
真
摯

に
受
け
止
め
る
。

議
員　
市
町
村
や
都
道
府

県
な
ど
、
地
方
公
共
団
体

に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
る
老

人
ホ
ー
ム
は
、
公
営
老
人

ホ
ー
ム
と
呼
ば
れ
、
低
所

得
者
や
介
護
が
必
要
な
高

齢
者
な
ど
、
社
会
的
支
援

が
必
要
な
方
に
低
料
金
で

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

県
内
で
行
政
が
経
営
す
る

老
人
ホ
ー
ム
が
あ
る
か
。

健
康
福
祉
課
長　

玄
海
町

に
２
施
設
、
み
や
き
町
に

１
施
設
あ
る
。
全
て
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し
、

社
会
福
祉
法
人
等
に
管
理

運
営
を
委
託
さ
れ
て
い
る
。

議
員　

公
的
施
設
の
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

健
康
福
祉
課
長　

メ
リ
ッ

ト
は
、
公
的
な
制
度
が
活

用
で
き
る
た
め
、
低
所
得

の
方
で
も
安
心
し
て
利
用

で
き
る
こ
と
。
デ
メ
リ
ッ

ト
は
、
各
施
設
の
目
的
に

応
じ
、
入
所
要
件
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
要
件
に
該

当
し
な
け
れ
ば
希
望
し
て

も
入
所
で
き
な
い
こ
と
。

議
員　
町
内
の
有
料
老
人

ホ
ー
ム
の
現
状
は
。

健
康
福
祉
課
長　

４
施
設

あ
り
、
合
計
７０
名
の
定
員

が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

議
員　
上
小
田
地
区
で
は
、

県
道
多
久
～
江
北
線
の
道

路
整
備
事
業
が
進
ん
で
い

る
が
、
こ
の
路
線
に
公
的

施
設
の
老
人
ホ
ー
ム
を
誘

致
す
る
考
え
は
。

町
長　
福
祉
施
設
等
の
公

的
施
設
に
限
ら
ず
、
地
域

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る

活
動
を
し
て
い
き
た
い
。

行 財 政 改 革 の 必 要 性 は

議会からも事業廃止についてご指摘いただければ
真摯に受け止める

町長

行
政
が
経
営
で
き
る
老
人
ホ
ー
ム
の
考
え
は

町
長　
福
祉
施
設
等
の
公
的
施
設
に
限
ら

ず
、地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
活
動

を
し
て
い
き
た
い

出典元：老人ホーム検索サイト「みんなの介護」

池い
け

田だ 

和か
ず

幸ゆ
き

議
員

7 令和８年３月 定例会
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い
と
思
っ
て
お
り
、
従
来

の
過
疎
債
頼
り
と
い
う
財

政
体
質
か
ら
の
脱
却
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

議
員　
計
画
の
達
成
状
況

の
評
価
は
、
毎
年
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
効
果

検
証
、
改
善
、
進
捗
管
理

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

が
、
適
切
に
実
施
し
て
い

る
か
。

総
務
政
策
課
長　

毎
年
事

業
計
画
を
立
て
、
予
算
を

計
上
し
、
事
業
実
施
、
決

算
の
認
定
を
受
け
る
こ
と

で
進
捗
管
理
を
し
て
い
る
。

議
員　
国
は
大
規
模
浄
水

場
や
長
距
離
配
管
を
必
要

と
し
な
い「
分
散
型
水
道
」

を
導
入
す
る
自
治
体
に
財

政
支
援
を
す
る
方
針
を
示

し
て
い
る
。
分
散
型
水
道

は
災
害
時
の
早
期
復
旧
も

期
待
で
き
る
。
導
入
に
つ

い
て
町
の
考
え
は
。

町
民
生
活
課
参
事　
国
は
、

現
在
、
分
散
型
水
道
は
、

中
山
間
地
域
、
過
疎
地
域

等
従
来
型
の
施
設
整
備
の

維
持
管
理
が
困
難
な
地
域

に
お
い
て
費
用
抑
制
が
図

ら
れ
る
と
し
て
検
証
し
て

い
る
。
導
入
に
つ
い
て
は
、

今
後
国
の
動
向
を
注
視
し

て
い
き
た
い
。

議
員　
佐
賀
西
部
水
道
企

業
団
の
財
政
に
つ
い
て
は
、

①
人
口
減
少
に
よ
る
水
道

需
要
・
料
金
収
入
の
減
少
、

②
施
設
老
朽
化
に
よ
る
大

規
模
な
更
新
需
要
③
気
候

変
動
に
よ
る
災
害
の
激
甚

化
・
頻
発
化
等
情
勢
の
変

化
に
よ
り
厳
し
い
経
営
環

境
と
な
る
見
込
み
だ
が
、

町
と
し
て
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

町
長　
経
営
状
況
を
確
認

し
、
老
朽
管
を
今
後
全
て

更
新
す
る
の
で
は
な
く
、

分
散
型
水
道
の
導
入
等
必

要
な
提
案
を
水
道
企
業
団

に
す
る
こ
と
が
町
と
し
て

必
要
な
取
り
組
み
だ
と
思

う
。
町
と
し
て
も
研
究
を

し
、
広
域
の
中
で
も
発
言

を
し
た
い
と
思
う
。

議
員　
町
内
中
山
間
地
域

で
導
入
で
き
る
か
。
ま
た
、

町
内
水
道
管
耐
震
化
率
は
。

町
民
生
活
課
参
事　
下
水
道

と
同
様
に
将
来
的
に
は
方

針
と
し
て
あ
る
の
で
は
と

思
う
。
町
内
水
道
管
の
耐

震
化
率
は
、
２１
％
（
令
和

２
年
３
月
現
在
）

議
員　
本
町
が
過
疎
地
域

に
お
け
る
国
の
財
政
上
の

支
援
措
置
を
受
け
る
た
め

に
は
、「
過
疎
地
域
持
続

的
発
展
計
画
」
を
作
成
し
、

議
会
の
議
決
を
受
け
る
必

要
が
あ
る
。
今
回
作
成
さ

れ
た
令
和
８
年
度
か
ら
５

か
年
の
後
期
計
画
は
、
前

期
計
画
を
踏
ま
え
ど
の
よ

う
な
見
直
し
を
し
た
の
か
。

総
務
政
策
課
長　

こ
れ
ま

で
の
計
画
の
中
で
、
既
に

事
業
が
完
了
し
た
も
の
は

削
除
し
、
今
後
新
た
に
実

施
が
想
定
さ
れ
る
事
業
は

項
目
の
追
加
等
、
時
点
修

正
を
加
え
た
。
計
画
期
間

は
、
令
和
８
年
度
か
ら
令

和
１２
年
度
ま
で
の
５
か
年

間
の
計
画
。
以
前
と
は
違

い
、過
疎
対
策
事
業
債（
過

疎
債
）
以
外
の
地
方
債
も

活
用
し
て
い
る
。

町
長　
現
在
、
過
疎
地
域

の
指
定
を
受
け
、
そ
れ
に

よ
り
過
疎
債
と
い
う
財
政

的
支
援
を
受
け
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
次
回
は
過

疎
地
域
要
件
に
該
当
し
な

分
散
型
水
道
、導
入
支
援
に
つ
い
て

�

町
の
考
え
は

町
長　
町
と
し
て
も
研
究
を
し
、広
域
の
中

で
も
発
言
を
し
た
い

江北町過疎地域持続的発展計画の
取り組みについて

従来の過疎頼みとか、過疎頼りという財政
体質からの脱却を考えていく必要がある

町長

西に
し

原は
ら 

好よ
し

文ふ
み

議
員

PDCAサイクルによる評価

引用元：佐賀新聞
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２
０
０
万
円
）
を
実
施
し

た
が
、
残
り
の
約
１
億
３
，

０
０
０
万
円
は
、
ど
の
よ

う
に
活
用
す
る
の
か
。

町
長　
適
切
な
時
期
に
適

切
な
支
援
を
行
う
。
令
和

８
年
度
予
算
で
水
道
の
基

本
料
金
の
減
免
、
各
種
検

診
や
予
防
接
種
の
無
償
化

を
実
施
予
定
。
産
業
を
守

る
と
言
う
こ
と
が
出
来
て

い
な
い
た
め
、
有
効
な
支

援
策
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　
農
業
資
材
の
価
格

が
過
去
最
高
と
な
り
農
家

の
経
営
は
大
変
困
難
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め

昨
年
１２
月
、
町
に
対
し
、

県
農
政
協
議
会
役
員
の
方

が
交
付
金
を
活
用
し
た
農

家
に
対
す
る
物
価
高
騰
対

策
支
援
を
要
請
さ
れ
て
い

る
が
、
町
の
対
応
は
。

地
域
づ
く
り
課
長　
県
が
実

施
す
る
支
援
内
容
を
精
査

し
、
県
の
支
援
が
届
か
な

い
と
こ
ろ
、
農
産
物
の
価

格
状
況
を
ふ
ま
え
た
支
援

を
検
討
す
る
。
農
業
を
守

る
た
め
の
活
用
を
し
た
い
。

議
員　
他
市
町
の
支
援
を

参
考
に
し
、
よ
り
一
層
、

農
業
支
援
に
力
を
入
れ
て

い
た
だ
き
た
い
。
農
業
の

衰
退
は
、
町
の
衰
退
に
つ

な
が
る
た
め
、
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
お
願
い
し
た

い
が
。

町
長　
情
報
収
集
を
し
、

対
策
を
と
り
た
い
。
本
当

に
必
要
な
時
期
に
必
要
な

支
援
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
と
思
う
。

議
員　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
は
高
齢
者
の
脳
活
に
非

常
に
良
い
取
り
組
み
で
あ

る
。
今
後
、
よ
り
広
ま
る

よ
う
な
周
知
方
法
を
考
え

て
い
る
か
。

健
康
福
祉
課
長　

各
地
区

公
民
館
等
で
の
出
張
型
シ

ニ
ア
脳
活
ゲ
ー
ム
体
験
を

継
続
し
、
周
知
を
図
る
。

未
実
施
地
区
へ
の
働
き
か

け
も
積
極
的
に
行
う
。
さ

ら
に
大
会
を
定
期
的
に
開

催
し
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
応
援
者

と
し
て
も
楽
し
め
る
場
を

設
け
、
多
く
の
方
に
参
加

い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

町
長　
開
始
２
年
で
、
普

及
が
う
ま
く
で
き
て
い
る

と
思
う
。
ま
ず
は
、
一
度

体
験
し
て
も
ら
う
方
を
増

や
す
こ
と
が
大
事
だ
と
思

う
。
い
く
つ
か
の
ゲ
ー
ム

を
や
っ
て
い
る
が
、
み
ん

な
で
楽
し
め
る
ボ
ウ
リ
ン

グ
を
中
心
に
や
り
た
い
。

提
供
し
て
い
る
。
育
ち
盛

り
の
子
供
が
物
足
り
な
く

思
う
こ
と
も
あ
る
と
思
う

が
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
等
、

基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

議
員　
町
で
は
給
食
費
の

無
償
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
提
供
さ
れ
る
量
は

十
分
か
。
特
に
副
食
の
お

か
ず
の
提
供
基
準
は
ど
う

な
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
文
部
科

学
省
が
定
め
る
児
童
・
生

徒
の
健
康
増
進
や
食
育
推

進
の
た
め
学
校
給
食
で
摂

取
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

栄
養
量
の
基
準
に
基
づ
き
、

議
員　
物
価
高
騰
対
応
重

点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
、
元
気

ク
ー
ポ
ン
券
事
業
（
約
３
，

《交付金を活用した他市町の支援策》
①福岡県古賀市：1,175万円
　肥料、農薬等の農業用資材購入を支援
②福岡県久山町：513万円
　�水稲作付け栽培を行う際の肥料・農薬・除草剤等
の経費の一部を補助

高齢者の脳活に役立つeスポーツ
のさらなる推進を

ゲームで脳活　モチノキ杯

栄養バランスを考えた給食

学
校
給
食
の

�

供
給
量
は

こ
ど
も
教
育
課
長

学
校
給
食
摂
取
基

準
に
基
づ
き
提
供

し
、栄
養
バ
ラ
ン
ス

等
満
た
し
て
い
る

物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付

金
の
今
後
の
活

用
は

町
長　

適
切
な

時
期
に
適
切
な

支
援
を
行
う

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
・

温
水
プ
ー
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、

今
後
の
取
り
扱
い
は

町
長　
解
体
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

まずは、一度体験してもらう方を増やすことが
大事だと思う

町長

田た

中な
か 

宏ひ
ろ

之ゆ
き

議
員

9 令和８年３月 定例会
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水
路
補
修
（
ひ
び
割
れ
・

磨
耗
等
）
に
よ
る
機
能
回

復
工
事
を
実
施
予
定
。

議
員　
９
月
補
正
予
算
に

て
桜
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
環

境
を
整
え
る
と
し
て
計
上

さ
れ
た
桜
山
公
園
散
策
路
、

階
段
補
修
工
事
の
進
捗
状

況
は
。

地
域
づ
く
り
課
長　
散
策
路
、

東
側
階
段
の
補
修
を
２
月

２７
日
に
完
了
。
散
策
路
を

通
行
可
能
な
状
況
に
整
備

し
た
。

議
員　
ま
だ
路
面
の
隆
起

や
修
復
が
必
要
な
階
段
が

あ
る
と
思
う
が
。

町
長　
ご
指
摘
い
た
だ
い

た
箇
所
も
含
め
事
業
に
盛

り
込
み
た
い
。

議
員　
学
校
は
子
供
た
ち

の
命
を
守
る
場
所
で
あ
る

と
同
時
に
、
地
域
住
民
の

避
難
所
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
町
は
、
令

和
１１
年
度
ま
で
の
小
中
学

校
施
設
修
繕
計
画
を
作
成

し
修
繕
・
工
事
を
し
て
い

る
が
進
捗
状
況
と
今
後
の

実
施
計
画
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
今
後
５

年
間
で
約
８
億
３
千
万
円

の
修
繕
計
画
。
令
和
７
年

度
は
、
約
６
，
２
０
０
万

円
の
予
算
で
１５
事
業
を
実

施
。
８
年
度
は
約
１
億
３

千
万
円
の
予
算
で
中
学
校

屋
上
防
水
等
４
事
業
を
実

施
予
定
。
９
か
ら
１１
年
度

は
、
約
６
億
３
，
７
０
０

万
円
の
予
算
で
小
学
校
教

室
、
廊
下
の
改
修
等
１５
事

業
を
実
施
予
定
。

議
員　
県
内
の
小
中
学
校

体
育
館
の
空
調
設
置
率
は
。

ま
た
、
設
置
検
討
を
求
む
。

教
育
長　

体
育
館
の
空
調

設
置
数
は
小
学
校
ゼ
ロ
、

中
学
校
２
校
。
全
国
平
均

約
２３
％
、
県
は
０．８
％
。
調

査
研
究
を
急
ぎ
、
そ
の
た

め
の
予
算
を
計
上
し
た
い
。

議
員　
小
学
校
の
ト
イ
レ

環
境
を
ス
フ
ィ
ア
基
準
に

近
づ
け
る
だ
け
で
な
く
、

１
０
０
％
洋
式
化
を
求
む
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
小
便
器

を
除
い
た
８９
基
の
う
ち
５６

基
が
洋
式
化
さ
れ
て
い
る
。

ト
イ
レ
の
ス
ペ
ー
ス
が
狭

い
た
め
、
ブ
ー
ス
や
配
管

変
更
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

そ
の
結
果
、
便
器
が
減
少

す
る
事
が
考
え
ら
れ
る
た

め
洋
式
化
１
０
０
％
は
困

難
な
状
況
。

議
員　
広
域
で
の
地
域
ク

ラ
ブ
の
認
定
を
お
願
い
し

た
い
が
、
ど
う
か
。

教
育
長　

子
供
た
ち
の
た

め
に
地
域
ク
ラ
ブ
を
立
ち

上
げ
、
認
定
に
手
を
挙
げ

て
頂
き
た
い
。
施
設
利
用

料
の
減
免
等
の
課
題
を
ク

リ
ア
し
な
が
ら
制
度
設
計

を
し
て
い
く
。
足
元
の
地

域
ク
ラ
ブ
認
定
を
進
め
、

広
域
の
可
能
性
も
検
討
し

た
い
。

議
員　
御
岳
山（
桜
山
）は
、

東
照
寺
か
ら
続
く
遊
歩
道

の
桜
並
木
が
美
し
い
県
内

屈
指
の
桜
の
名
所
。
昭
和

３１
年
に
山
中
に
亀
裂
が
確

認
さ
れ
、
翌
年
全
域
を
踏

査
、
昭
和
３３
年
に
地
す
べ

り
防
止
指
定
と
な
り
、
昭

和
４０
年
か
ら
２１
年
を
か
け

対
策
工
事
を
実
施
。
平
成

３０
年
、
町
か
ら
の
要
請
を

受
け
、
令
和
３
年
度
か
ら

国
の
補
助
事
業
と
し
て
総

額
４．３
億
円
規
模
の
工
事
を

進
め
ら
れ
て
い
る
。
住
民

へ
の
説
明
、
工
事
進
捗
状

況
は
。

地
域
づ
く
り
課
長　
説
明
会

は
、
県
が
令
和
３
年
度
に

２
回
、
令
和
７
年
度
に
２

回
実
施
。（
延
べ
１
３
０

名
参
加
）
工
事
進
捗
は
、

国
と
の
予
算
折
衝
の
関
係

上
、
変
更
の
可
能
性
も
あ

る
が
、
令
和
１０
年
度
に
現

計
画
で
は
完
了
と
県
か
ら

説
明
を
受
け
た
。
今
後
、

令
和
８
年
か
ら
１０
年
度
に

ア
ン
カ
ー
調
査
・
設
計
・

更
新
（
耐
震
補
強
）
及
び

酒さ
か

井い 

明あ
き

子こ

議
員

御岳山の県営地すべり防止事業の
進捗状況は

広域クラブの認定を

部
活
動
の
地
域
展

開
、広
域
地
域
ク
ラ

ブ
の
認
定
を
求
め
る

教
育
長　
地
域
ク

ラ
ブ
認
定
を
進
め
、

広
域
の
可
能
性
に

つ
い
て
検
討

整備が進む地すべり事業の壁面

国との予算折衝の関係上、変更の可能性も
あるが、令和１０年度に現計画では完了予定

地域づくり課長

学
校
防
災「
生
活
環
境
」と「
Ｑ
Ｏ
Ｌ

（
生
活
の
質
）」の
抜
本
的
改
善

教
育
長　
調
査
研
究
を
急
ぎ
、予
算
計
上
を
し
た
い

こ
ど
も
教
育
課
長　
ト
イ
レ
洋
式
化
１
０
０
％
は
困
難

10令和８年３月 定例会
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議
員　
発
達
支
援
の
現
場

で
は
『
気
づ
き
の
遅
れ
』

が
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
現
在
の
小
学
校

特
別
支
援
学
級
の
数
と
在

籍
す
る
児
童
数
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
令
和
７

年
度
の
特
別
支
援
学
級
数

は
、
１０
ク
ラ
ス
。
児
童
数

は
、
６２
名
。

議
員　
特
別
支
援
学
級
は
、

増
加
傾
向
に
あ
る
。
小
学

校
入
学
後
に
支
援
が
必
要

と
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
以
前
の
よ
り
早
い
段

階
で
気
づ
け
る
仕
組
み
が

必
要
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
課
長　

子
供
の

健
や
か
な
成
長
を
支
え
る

た
め
、
き
め
細
や
か
な
町

独
自
の
健
診
や
相
談
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。
し
か

し
、
３
歳
６
か
月
健
診
か

ら
就
学
前
健
診
ま
で
期
間

が
空
く
た
め
、
年
中
児
に

健
診
を
行
う
事
が
早
期
支

援
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
、

令
和
９
年
度
か
ら
５
歳
児

健
診
実
施
を
目
標
に
課
題

の
整
理
を
進
め
て
い
る
。

議
員　
課
題
が
見
え
始
め

た
時
点
で
支
援
に
つ
な
げ

る
仕
組
み
が
あ
る
か
ど
う

か
が
重
要
。
発
達
の
気
づ

き
が
あ
っ
た
児
童
に
対
す

る
町
の
支
援
体
制
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　

専
門
職

に
よ
る
個
別
の
心
理
相
談
、

言
語
相
談
を
実
施
し
て
い

る
。
健
診
保
健
指
導
で
保

健
師
が
保
護
者
の
方
の
不

安
や
お
子
様
の
発
達
の
偏

り
を
確
認
し
、
相
談
を
紹

介
す
る
場
合
や
保
育
現
場

で
の
気
づ
き
か
ら
の
紹
介

等
が
専
門
的
な
支
援
に
つ

な
が
る
入
口
と
な
っ
て
い

る
。

町
長　
今
後
５
歳
児
健
診

の
実
施
を
検
討
し
て
い
る

が
、
早
期
に
支
援
が
必
要

か
ど
う
か
発
見
し
、
そ
の

結
果
が
様
々
な
支
援
に
き

ち
ん
と
つ
な
が
る
よ
う
な

体
制
を
作
り
た
い
と
思
う
。

議
員　
高
齢
化
や
核
家
族

化
が
進
み
、
買
い
物
や
日

常
生
活
に
不
便
を
感
じ
る

声
を
耳
に
す
る
。
町
に
は

商
工
会
作
成
の
「
お
で
か

け
便
利
マ
ッ
プ
」、
社
会

福
祉
協
議
会
作
成
の
「
買

い
物
お
助
け
手
帳
」、
さ

ら
に
生
活
支
援
を
行
う

「
へ
そ
の
ま
ち
お
助
け
サ

ポ
ー
タ
ー
」
等
、
様
々
な

取
り
組
み
が
あ
る
が
、
こ

れ
ら
の
生
活
支
援
情
報
を

町
民
が
分
か
り
や
す
い
よ

う
一
体
的
に
整
理
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

地
域
づ
く
り
課
長　
ど
ち
ら

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
発
行

か
ら
数
年
経
過
し
、
情
報

が
古
く
な
っ
て
お
り
、
更

新
の
必
要
性
を
感
じ
る
。

買
い
物
支
援
情
報
の
整
理

は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
情

報
を
持
つ
商
工
会
主
体
で

作
成
し
た
方
が
、
よ
り
魅

力
的
な
物
が
作
れ
る
と
思

う
。
予
算
面
は
、
役
場
が

協
力
す
る
官
民
連
携
が
最

も
効
率
的
だ
と
考
え
て
い

る
。

町
長　
町
は
も
ち
ろ
ん
財

政
的
支
援
等
を
行
う
が
、

事
業
収
入
を
増
や
す
こ
と

に
も
つ
な
が
る
た
め
、
ぜ

ひ
事
業
者
の
方
々
に
も
連

携
を
し
て
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。

４歳児（年中児）健診の重要性について
町の考えは！

４歳（年中児）は個人差から特性の変わる節目

わかりやすいよう　支援情報の整理を

買
い
物
支
援
情
報

の
整
理
に
つ
い
て

地
域
づ
く
り
課
長

　

作
成
は
、商
工

会
主
体
、予
算
面

は
、役
場
が
サ
ポ
ー

ト
す
る
官
民
連
携

が
効
率
的

早期に支援が必要かどうか発見し、様々な支援に
つながるような体制を作りたい

町長

古こ

賀が 

里さ
と

美み

議
員

評価項目 ３歳半では見えにくい理由 ４歳で確認する意味

言葉の発達 単語中心でも正常範囲 会話力から発達特性が見える

集団行動 個人差が大きい 協調性・指示理解を評価できる

感情コントロール イヤイヤ期と区別困難 切り替え力で特性が見える

注意力 活発さとの違いが曖昧 ADHD傾向が明確になる時期

ルール理解 遊び中心の年齢 社会性・順番理解を確認できる

手先の発達 個人差が大きい 就学準備との関連が見える

生活習慣 親依存が強い 自立度を客観評価できる

対人関係 人見知りと区別困難 友達関係の質が見える

指示理解 家庭差の影響大 集団生活適応の指標

４歳児健診の必要性（評価項目一覧）
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一
般
質
問

地
域
づ
く
り
課
長　
管
理
状

況
が
悪
い
空
き
家
空
き
地

は
、
登
記
記
録
、
住
民

票
、
戸
籍
か
ら
現
住
所
を

調
査
し
、
現
住
所
が
分
か

れ
ば
状
況
を
改
善
す
る
よ

う
文
書
で
通
知
指
導
を
し

て
い
る
。
必
要
に
応
じ
て

住
所
地
の
訪
問
も
し
て
い

る
。
手
が
か
り
が
見
つ
か

ら
な
い
場
合
は
、
御
親
戚

等
の
手
が
か
り
を
調
査
し
、

取
次
ぎ
を
依
頼
し
て
い
る
。

所
有
者
が
亡
く
な
ら
れ
て

い
る
場
合
は
相
続
人
へ
同

様
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　
空
き
家
対
策
の
手

段
で
あ
る
行
政
代
執
行
の

種
類
と
内
容
の
説
明
を
。

地
域
づ
く
り
課
長　
行
政
代

執
行
は
倒
壊
の
危
険
が
あ

る
空
き
家
や
放
置
ご
み
な

ど
、
行
政
の
改
善
命
令
に

従
わ
な
い
所
有
者
に
代
わ

り
、
町
が
強
制
的
に
撤
去
、

解
消
す
る
手
続
き
。
費
用

は
所
有
者
に
請
求
し
、
支

払
わ
な
い
場
合
は
財
産
が

差
し
押
さ
え
ら
れ
る
。

　
行
政
代
執
行
は
３
種
類
、

通
常
の
代
執
行
、
略
式
代

執
行
、
緊
急
代
執
行
が
あ

る
。緊
急
に
改
善
が
必
要
な

場
合
や
、災
害
時
に
倒
壊
の

危
険
が
極
め
て
高
い
な
ど

の
場
合
に
も
実
施
で
き
る
。

議
員　
行
政
代
執
行
を
町

と
し
て
ど
こ
ま
で
踏
み
込

ん
で
対
応
し
て
い
く
の
か
。

地
域
づ
く
り
課
長　
ど
こ
ま

で
踏
み
込
む
か
に
つ
い
て

は
、
所
有
者
が
特
定
で
き

る
場
合
は
指
導
勧
告
か
ら

段
階
的
な
手
続
き
で
所
有

者
の
自
主
的
な
改
善
を
促

す
こ
と
が
原
則
。
特
定
で

き
な
い
場
合
や
相
続
人
が

い
な
い
、
放
棄
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
緊
急
性
や
危

険
性
を
判
断
し
て
略
式
代

執
行
を
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

議
員　
所
有
者
不
明
の
空

き
家
や
空
き
地
は
今
後
も

増
え
る
。
一
件
で
も
多
く

の
空
き
家
を
除
去
し
て
ほ

し
い
が
町
の
考
え
は
。

町
長　
空
き
家
の
法
律
だ

け
で
な
く
、
そ
の
関
係
す

る
色
々
な
法
律
が
整
備
さ

れ
て
い
る
。
行
政
代
執
行

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
が
、

自
治
体
に
と
っ
て
空
き
家

対
策
に
取
り
組
ま
な
い
言

い
訳
が
で
き
な
い
時
代
に

な
っ
て
い
る
。
町
と
し
て

本
気
を
更
に
出
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

議
員　
全
町
民
向
け
の
物

価
高
騰
対
策
と
し
て
、
３

千
円
の
ク
ー
ポ
ン
以
外
に
、

別
の
事
業
を
考
え
て
い
る

の
か
。
思
い
切
っ
た
事
業

を
考
え
て
は
。

町
長　
「
暮
ら
し
を
守
る
」

「
健
康
を
守
る
」「
産
業
を

守
る
」「
学
び
を
守
る
」�

こ
の
４
つ
の
柱
で
、
必
要

な
時
期
に
必
要
な
支
援
を

や
る
。

議
員　
現
在
、
所
有
者
不

明
の
空
き
家
、
空
き
地
は

何
件
あ
る
か
。

地
域
づ
く
り
課
長　
町
内
の

空
き
家
は
２０５
件
、
そ
の
う

ち
２
件
が
所
有
者
不
明
と

な
っ
て
い
る
。
空
き
地
の

件
数
は
把
握
で
き
て
い
な

い
が
、
登
記
情
報
を
見
る

と
地
目
も
多
岐
に
わ
た
り
、

相
当
数
あ
る
と
い
う
認
識
。

議
員　
所
有
者
不
明
の
空

き
家
、
空
き
地
の
対
応
は

ど
う
い
っ
た
手
順
で
進
め

て
い
る
の
か
。

所 有 者 不 明 の 空 き 家 対 策 と
今 後 の 取 り 組 み

出典：空き家サポート研究会

元気クーポン券事業

倒壊の危険がある空き家

令和８年度は本気をさらに出して空き家対策に取り組む町長
緊急性や危険性を判断し略式代執行を検討する地域づくり課長

田た

村む
ら 

康や
す
し

議
員

全
町
民
に
行
き

届
く
物
価
高
騰

対
策
を

町
長　

必
要
な

時
期
に
必
要
な

支
援
を
や
る

12令和８年３月 定例会
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条
例
を
制
定
し
、

地
域
活
性
化
に
資

す
る
事
業
を
行
い
、

遊
休
公
共
施
設
を

利
活
用
す
る
事
業

者
を
公
募
し
、
市

が
審
査
の
上
、「
適

用
事
業
者
」
と
し

て
指
定
す
る
取
り

組
み
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。

　
ま
た
「
遊
休
公

共
施
設
を
地
域
の

資
源
と
し
て
再
活

用
す
る
」
と
い
う

方
針
の
も
と
、
用

途
を
廃
止
し
た
公

共
施
設
は
、
積
極

的
に
民
間
へ
の
売

却
処
分
、
貸
付
を

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
可
能
な
限
り
解

体
費
用
を
市
が
負

担
せ
ず
に
済
む
よ

う
工
夫
し
な
が
ら
、

施
設
保
有
量
の
削

減
に
積
極
的
に
取

り
組
ま
れ
て
お
り
、

今
後
の
動
向
を
注

視
し
た
い
。

⃝
�

社
会
教
育
施
設
等
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る

関
係
条
例
の
整
理
に
関

す
る
条
例

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

⃝
�

佐
賀
の
へ
そ
・
ふ
れ
あ

い
交
流
セ
ン
タ
ー
及
び

江
北
町
保
健
セ
ン
タ
ー

の
使
用
料
に
関
す
る
条

例
及
び
江
北
町
さ
わ
や

か
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　
議
長
が
町
議
会
を
代
表

し
、
対
外
活
動
等
の
た
め

に
支
出
し
た
交
際
費
を
公

表
し
ま
す
。

⃝

交
際
費
支
出
状
況
⃝

（
令
和
８
年
１
月
～

�

３
月
支
出
）

⃝
�

特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
支
給
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

⃝
�

江
北
町
行
政
手
続
条
例

の一
部
を
改
正
す
る
条
例

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

⃝
�

江
北
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

�

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

⃝
�

江
北
町
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
助
成
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

⃝
�

江
北
町
幼
児
教
育
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

⃝
�

江
北
町
特
定
乳
児
等
通

園
支
援
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会
町
内
等
視
察

条

例

改

正

総
務
文
教
常
任
委
員
会

�

行
政
視
察
研
修
報
告

（
令
和
８
年
２
月
２
日
）

◇
遊
休
公
共
施
設
等
利
活
用
の
取
り
組
み（
八
女
市
）

　
市
は
、
施
設

の
老
朽
化
や
、

人
口
減
少
に
伴

う
財
政
負
担
の

増
大
を
背
景
に
、

平
成
29
年
度
か

ら
令
和
28
年
度

ま
で
を
計
画
期

間
と
す
る
「
公

共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
を

策
定
し
、
公
共

施
設
の
保
有
量

の
縮
減
や
長
寿

命
化
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
。

八女市担当職員からの説明

【遊休公共施設等利活用促進条例】
　■ 遊休公共施設の利活用を推進するため、奨励措置を規定
　① 土地、建物の減額譲渡・・・基準額の１０％に減額
　　　（事業に必要な解体撤去費用を控除可能）
　② 土地、建物の減額貸付・・・基準額の１.６％に減額
　　　　（10年後、申出により無償譲渡可能）
　③ 固定資産税の課税免除・・・最大３年間
　　　　（事業に使用する土地、建物、償却資産）
※�基準額は、固定資産税における仮評価額又は不動産鑑定額の
いずれか低い方

議
長
交
際
費
の
公
表

項目 件数 支出額

会費 ５ 39,0００

弔意費 １ 5,0００

その他 １ 5,0００

合計 ７ 49,0００
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者
が
い
る
た
め
、
運
行
継

続
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。

総
務
政
策
課
長　

町
内
循

境
バ
ス
の
今
後
に
つ
い
て

は
、
利
用
状
況
等
を
考
慮

し
な
が
ら
町
営
タ
ク
シ
ー

と
あ
わ
せ
て
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。

問　

定
額
減
税
・
調
整
給

付
金
支
給
事
業
の
給
付
実

績
は
。

町
民
生
活
課
長
代
理　

１
，

０
７
１
名
に
給
付
。

問　
「
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
（
特
定
乳
児
等
通

園
支
援
事
業
）」
が
新
た

に
開
始
さ
れ
る
。
人
員
の

問
題
で
受
入
が
で
き
な
い

自
治
体
も
あ
る
と
の
報
道

も
あ
っ
て
い
る
が
、
町
内

各
園
の
受
け
入
れ
に
問
題

は
な
い
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
こ
ど
も

誰
で
も
通
園
制
度
の
た
め

の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
受

け
入
れ
る
場
合
と
定
員
に

余
裕
が
あ
れ
ば
受
け
入
れ

る
場
合
の
２
つ
が
あ
る
。

問　

４
月
１
日
よ
り
町
営

タ
ク
シ
ー
事
業
が
始
ま
る

が
、
今
後
町
営
タ
ク
シ
ー

が
軌
道
に
の
っ
た
場
合
、

将
来
的
に
町
内
循
環
バ
ス

を
廃
止
す
る
方
針
は
あ
る

か
。

総
務
政
策
課
長
代
理　

町
営

タ
ク
シ
ー
は
、
６５
歳
以
上

の
方
で
、
免
許
を
持
っ
て

い
な
い
方
、
車
を
持
っ
て

い
な
い
方
と
限
定
し
た
運

行
と
な
る
が
、
町
内
循
環

バ
ス
は
、
全
て
の
方
を
対

象
と
し
て
い
る
。
こ
の
区

分
け
が
大
事
だ
と
思
っ
て

い
る
。
町
内
循
環
バ
ス
に

つ
い
て
は
、
一
定
の
利
用

町
内
で
は
、
幼
児
教
育
セ�

ン
タ
ー
は
、新
し
く
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
る
。
そ
の
他
の

園
は
、
定
員
に
余
裕
が
あ

る
場
合
、
そ
の
枠
内
で
受

け
入
れ
る
。

問　

こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
が
開
始
と
な
る
こ
と

で
保
育
士
の
方
の
負
担
が

増
大
す
る
こ
と
に
な
ら
な

い
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
制
度
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
保
育

士
配
置
基
準
が
定
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
基
準
の
範

囲
で
受
入
を
行
う
。
そ
の

た
め
保
育
士
の
負
担
が
増

加
す
る
こ
と
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
、
及
び
議
件
に
つ

い
て
現
地
視
察
を
行
っ
た
。

①
江
北
ク
リ
ー
ン

�

セ
ン
タ
ー

　
令
和
８
年
度
当
初
予
算

に
公
共
下
水
道
施
設
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事

業
と
し
て
汚
泥
脱
水
機
の

改
築
工
事
等
（
予
算
額
：

１
億
２
，
３
６
０
万
円
）

が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め

現
地
を
視
察
し
た
。

　
室
外
機
の
騒
音
を
懸
念

す
る
声
が
あ
っ
た
た
め
、

空
調
を
稼
働
さ
せ
、
音
を

確
認
し
た
が
、
問
題
は
な

い
と
判
断
し
た
。

　
風
が
で
な
い
た
め
、
風

の
影
響
を
受
け
ず
に
卓
球
、

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
等
も
利
用

で
き
る
環
境
で
あ
り
、
今

後
、
利
用
者
に
と
っ
て
よ

り
快
適
な
施
設
に
な
る
と

期
待
し
て
い
る
。

　
今
後
も
下
水
道
施
設
全

体
を
長
期
的
な
視
点
で
適

切
か
つ
効
率
的
に
管
理
す

る
た
め
、
計
画
的
な
点

検
・
修
繕
の
実
施
を
求
め

た
。

②
ふ
れ
あ
い
交
流

　
セ
ン
タ
ー（
ネ
イ
ブ
ル
）

　
ネ
イ
ブ
ル
多
目

的
ホ
ー
ル
の
空
調

設
備
設
置
工
事
の

進
捗
状
況
を
確
認

し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

運行開始　町営タクシー

制度開始　こども誰でも通園制度

騒音問題はないことを確認　空調室外機

総
務
常
任
委
員
会
　

町
内
視
察

空調設備設置完了

クリーンセンター内部

14令和８年３月 定例会



特
別
委
員
会

各
常
任
委
員
会 

Ｑ
＆
Ａ

推
移
し
て
お
り
、
増
加
傾

向
に
は
な
い
が
、
現
時
点

で
傾
向
を
明
確
に
判
断
す

る
こ
と
は
難
し
い
。

問　

杵
島
東
部
カ
ン
ト

リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
機
能

強
化
の
た
め
の
事
業
が
予

定
さ
れ
て
い
る
が
、
事
業

の
実
施
主
体
は
、
ど
こ
に

な
る
の
か
。

地
域
づ
く
り
課
長　
工
事
の

発
注
等
、
実
施
主
体
は
Ｊ

Ａ
。
町
は
、
国
、
県
か
ら

の
補
助
を
受
付
し
、
事
業

主
体
者
へ
交
付
す
る
予
定
。

問　

予
防
接
種
事
業
が
約

１
，
５
０
０
万
円
減
額
補

正
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

理
由
は
。

保
健
係
長　

令
和
７
年
度

よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
自
己
負
担
額
が

４
，
６
０
０
円
と
大
幅
に

高
く
な
っ
た
た
め
、
当
初

見
込
み
よ
り
接
種
率
が
低

下
し
た
こ
と
が
予
算
を
減

額
補
正
し
た
大
き
な
要
因
。

問　

児
童
手
当
が
約
１
，

３
０
０
万
円
減
額
補
正
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由

は
。
ま
た
、
出
生
数
は
、

減
少
傾
向
に
あ
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長
代
理　

当
初

は
、
支
給
対
象
数
を
延
べ

１
万
８
，
３
２
０
人
と
見

込
ん
で
い
た
が
、
実
績
見

込
み
が
１
万
７
，
５
５
１

人
と
見
込
と
の
差
が
あ
り
、

予
算
を
減
額
し
て
い
る
。

健
康
福
祉
課
長　

出
生
数

は
、令
和
２
年
度（
１
１
２

人
）、令
和
３
年
度（
９７
人
）、

令
和
４
年
度（
１
０
９
人
）、

令
和
５
年
度
（
８９
人
）、

令
和
６
年
度
（
８２
人
）
と

問　

国
民
健
康
保
険
税
額

改
正
後
の
影
響
額
は
。

健
康
福
祉
課
長　

国
保
税

改
正
後
の
影
響
額
（
年
税

額
）
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
。

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
、
及
び
議
件
に
つ

い
て
現
地
視
察
を
行
っ
た
。

①
城
ノ
井
・

�

朽
木
排
水
機
場

　
９
月
補
正
予
算
で
計
画

さ
れ
た
操
作
員
の
安
全
対

策
の
た
め
の
防
護
柵
が
適

切
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

②
宮
原
た
め
池
掛
り

�

Ｐ
Ｃ
タ
ン
ク

　
令
和
８
年
度
に
漏
水
修

繕
、
タ
ン
ク
周
辺
整
備
が

予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

現
地
を
視
察
し
た
。
地
元

の
方
か
ら
の
意
見
、
要
望

産

業

厚

生

常
任
委
員
会

④
桜
山
公
園

　
９
月
補
正
予
算
で
計
画

さ
れ
た
桜
山
公
園
散
策

路
・
東
側
階
段
補
修
工
事

状
況
を
確
認
し
た
。

条

例

改

正

杵島東部カントリーエレベーター

も
考
慮
し
、
事
業
を
進
め

る
よ
う
求
め
た
。

③
町
道
花
祭
村
内
線

　
令
和
３
年
８
月
豪
雨
に

よ
り
被
災
し
、
昨
年
１２
月

に
災
害
認
定
を
受
け
、
工

事
が
開
始
さ
れ
る
現
地
を

視
察
し
た
。

　
工
事
予
算
は
、
総
額
５

億
６
，
４
３
０
万
円
、
工

期
は
、
令
和
１０
年
３
月
３１

日
ま
で
の
約
２
年
に
も
及

ぶ
大
規
模
工
事
で
あ
る
た

め
、
進
捗
管
理
を
適
切
に

行
い
、
事
業
を
進
め
る
よ

う
求
め
た
。

タンク周辺の地割れにも対応を

整備された散策路 工事が開始される　町道花祭村内線

産
業
厚
生
常
任
委
員
会　

町
内
視
察

①世帯主・配偶者・子２人
　（所得300万）の場合
　《国保世帯の約４割を占める》
（年税額の影響額）� 単位：円

現行 改正後 差額
581,900 574,500 ▲ 7,400
※7,400円の減額となる

②世帯主（70歳以上）・配偶者65歳
　（所得なし）の場合		
　《国保世帯の約３割を占める》
（年税額の影響額）� 単位：円

現行 改正後 差額
32,900 35,100 2,200 

※2,200円の増額となる

15 令和８年３月 定例会



《その他内容》
◆お餅の振る舞い
◆こうほくふうどくじ
◆お米担ぎ競争　
◆さとやま自然探検
◆よちよちレース

佐賀県町村議会議長会  自治功労者表彰佐賀県町村議会議長会  自治功労者表彰

　
春
の
や
わ
ら
か
な
陽
ざ
し
の

中
、
桜
と
菜
の
花
が
美
し
く
咲

き
誇
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

新
た
な
出
会
い
や
門
出
に
心
弾

む
こ
の
時
期
、
皆
さ
ま
に
と
っ

て
も
希
望
溢
れ
る
日
々
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
。
私
は
こ
の
春
も

路
上
や
不
法
投
棄
の
「
ク
リ
ー

ン
活
動
」
か
ら
一
日
を
始
め
て

い
ま
す
。
身
近
で
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
し
、
町
の
声
を
大
切

に
真
っ
向
か
ら
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。�

（
田
村
）

委
員
長�

池
田　
和
幸

副
委
員
長�

土
渕　
茂
勝

�

田
村　
　
康

�

古
賀　
里
美

�

酒
井　
明
子

編

集

後

記

議
会
広
報
委
員
会

こうほくふうどフェスは、２０２３年に始まりまし
た。豊かな里山の自然を体験するアクティビティ
も加わり、子どもたちが江北で美味しいものを
食べたり、豊かな自然の中で遊んだりする体験
ができます。

こうほくふうど こうほくふうど FOOD＆風土FOOD＆風土 フェス２０２６ フェス２０２６
２０２６.３.２８（土）花山球場　２０２６.３.２８（土）花山球場　主催：Bellｙ Buttonベリーボタン主催：Bellｙ Buttonベリーボタン

　町議会議員として１１年以上の長きに渡り議員活動を通じ　町議会議員として１１年以上の長きに渡り議員活動を通じ
て、地域の振興発展、住民福祉のために貢献されたとしてて、地域の振興発展、住民福祉のために貢献されたとして
田中宏之副議長が佐賀県町村議会議長会 自治功労者表彰を田中宏之副議長が佐賀県町村議会議長会 自治功労者表彰を
受賞されました。受賞されました。

ため池でカヌー体験

CLUB RIO乗馬体験

へその町ファーマーズマーケット

16令和８年３月 定例会


